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代表質問

渋
滞
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
本
市
の
中
心
市
街
地
の

渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
気
配
が
な
い
が
、
平
成

30
年
度
に
府
と
行
っ
た
協
議
の
頻
度
は
ど
の

程
度
か
。
ま
た
、
協
議
以
外
に
、
渋
滞
緩
和

の
た
め
に
行
っ
た
具
体
的
な
施
策
は
あ
る
の

か
。

平
成
30
年
10
月
に
交
通
量
調
査
を

府
と
市
で
同
日
に
実
施
し
、
茨
木
松

ケ
本
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅

市
内
渋
滞
解
消
の
取
り
組
み
は

問答
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
障
害

者
施
策
の
推
進
と
あ
る
が
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
障
害
者
や
生
活
保
護
受
給
者
の

自
立
支
援
や
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
施
策
と
し
て
、
農
と
福
祉
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

農
作
業
を
支
援
に
取
り
入
れ
て
い

る
障
害
者
事
業
所
の
取
り
組
み
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
等
と
も
連
携

し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

農
と
福
祉
の
取
り
組
み
の
推
進
は

問答

　３月４日に市長の施政方針の説明が行われ、その際、市長の隣で手話通訳を実施しました。
　３月６日、７日には、施政方針に対する各会派の代表質問を行い、主な内容は次のとおりです。
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萩
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

周
辺
の
交
通
量
が
減
少
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
の
後
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
２
回
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
渋

滞
解
消
対
策
に
つ
い
て
、
府
、
茨
木
警
察
と

協
議
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
渋
滞
が

多
く
発
生
し
て
い
る
主
要
交
差
点
に
お
い
て

は
、
茨
木
警
察
と
協
議
し
、
適
宜
、
信
号
現

示
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

転
・
補
強
に
対
す
る
補
助
制
度
を
周
知
す
る

た
め
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
す
る
。

方
式
や
経
費
等
、
あ
る
い
は
実
施
時
期
な
ど

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
も
協
議
さ

れ
、
決
定
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
審
議
会
と

検
討
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。各

給
食
実
施
方
式
に
も
、
長
所
、
短

所
が
あ
る
た
め
、
平
成
30
年
度
に

作
成
し
た
調
査
報
告
書
等
を
踏
ま
え
、
中
学

校
給
食
審
議
会
に
お
い
て
、
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
議
論
の
上
、
答

申
い
た
だ
き
、
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
い

く
。
ま
た
、
中
学
校
給
食
検
討
会
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
各
中
学
校
給
食
実
施
方
式
に
お

け
る
学
校
現
場
で
実
施
し
た
場
合
の
課
題
等

に
つ
い
て
、
内
部
で
考
察
を
行
う
た
め
に
開

催
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
園
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

市
内
の
都
市
公
園
を
魅
力
あ
る
公

園
に
す
る
た
め
、Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
）

を
創
設
し
、
公
募
対
象
公
園
施
設
と
し
て
、

カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

公
園
の
管
理
者
を
民
間
事
業
者
か
ら
公
募

選
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
29
年
の
都
市
公
園
法
の
改
正

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
初
め
、
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

中
学
校
給
食
審
議
会
を
設
置
し
、
中

学
校
給
食
検
討
会
を
開
催
す
る
こ

と
は
、
中
学
校
給
食
の
全
員
喫
食
に
向
け
て

進
む
と
い
う
こ
と
で
評
価
を
し
て
い
る
が
、

審
議
会
と
検
討
会
で
、
中
学
校
給
食
の
実
施

魅
力
あ
る
公
園
整
備
を

問

答

中
学
校
給
食
審
議
会
・
検
討
会
の
役
割
は

問

答

山
間
部
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
に

つ
い
て
、
被
害
情
報
の
把
握
や
避
難

行
動
等
に
つ
な
が
る
体
制
の
確
保
の
た
め
、

山
間
部
に
現
地
災
害
対
応
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
平
成
30
年
12
月
定
例

会
に
お
い
て
、
本
会
派
の
議
員
が
質
疑
し
た

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

対
し
て
の
働
き
か
け
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

危
険
箇
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を

地
域
住
民
と
と
も
に
行
い
な
が
ら
、

土
砂
災
害
の
地
域
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
は
、
家
屋
移

土
砂
災
害
警
戒
区
域
住
民
へ
の
対
応
は

問

平
成
31
年
度
か
ら
中
学
校
給
食
審

議
会
と
検
討
会
の
開
催
が
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
市
内
中
学
生
全
員
が
食
べ
る

中
学
校
給
食
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
最
善
の
給
食
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
の
理
念
を
共
有
し
て
、
中
学
校
給

食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

中
学
校
給
食
は
、
心
身
の
成
長
お

よ
び
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
将
来
、
健
康
で
豊
か
な
食
生
活

を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。
中

学
校
給
食
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際
は
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
、健
康
を
つ
く
る
力
、

食
事
を
選
ぶ
力
・
つ
く
る
力
を
育
む
こ
と
が

中
学
校
給
食
の
意
義
と
理
念
は

問

答

（※） Park-PFI ： 飲食店、 売店等の公募対象公園施設の設置または管理と、 その周辺の園路、 広場等の特定
公園施設の整備、 改修等を一体的に行う者を、 公募により選定する制度

茨木松ケ本線のアンダーパス（松ケ本町）

日
本
共
産
党

　
畑
中
　
　
剛
〔
質
問
者
〕

　
朝
田
　
　
充
　
　
大
嶺
さ
や
か

も
、
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
活
用
に
お
け
る

公
園
整
備
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

お
り
、
他
の
公
園
等
に
お
け
る
導
入
に
つ
い

て
も
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

答次
頁
へ
つ
づ
く

家屋移転・補強に対する補助制度リーフレット
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リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
必
要

性
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。今
後
も
、

多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
や
情

報
の
提
供
に
努
め
る
。
ま
た
、
学
ん
だ
成
果

を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

生
涯
学
習
施
策
の
推
進
に
お
い
て

は
、
全
て
の
人
が
、
自
ら
の
意
思
で
、

何
歳
に
な
っ
て
も
、
容
易
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、

生
涯
学
習
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育（
※
）

へ
の
視
点
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

里
山
の
保
全
に
つ
い
て
、
平
成
31
年

度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ

れ
、本
市
に
お
い
て
も
一
定
の
税
収
に
な
る
。

本
税
の
趣
旨
は
、
山
間
部
の
整
備
等
を
想
定

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
間
部
の
な
い
都
市

部
の
自
治
体
に
も
配
分
さ
れ
る
点
か
ら
、
山

間
部
の
資
源
を
都
市
部
で
も
活
用
し
、
循
環

さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
山
間
部
も
都

市
部
も
あ
る
本
市
は
、森
林
環
境
譲
与
税
を
、

山
間
部
の
維
持
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
都
市

部
で
の
木
材
利
用
の
促
進
に
も
活
用
す
べ
き

て
も
、
戸
建
て
住
宅
と
の
公
平
性
を
図
る
た

め
、
支
援
金
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

共
有
部
分
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
等
が
行
う

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
支
援
す

る
考
え
は
な
い
。

阪
急
南
茨
木
駅
東
側
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
大
阪

モ
ノ
レ
ー
ル
沢
良
宜
駅
西
側
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
使
用
不
能
に
な
っ
て
お
り
、
沢
良
宜

駅
は
今
年
、
復
旧
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
南
茨
木
駅
に
つ
い
て
は
、
駅

ビ
ル
の
建
て
替
え
を
含
め
た
検
討
が
進
ん
で

お
り
、
復
旧
に
は
数
年
か
か
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
南
茨
木
駅
前
の
店
舗
の
営
業
再
開
に

つ
い
て
、
事
業
者
は
、
本
年
秋
ご
ろ
を
目
標

に
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
と
し

て
も
引
き
続
き
、
協
力
を
し
て
い
く
。

都
市
部
で
の
木
材
利
用
促
進
を

問

市
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
被
災

修
繕
に
つ
い
て
、
専
有
部
分
は
住
宅

改
修
支
援
金
交
付
制
度
の
対
象
と
な
る
が
、

戸
建
て
住
宅
の
屋
根
や
外
壁
に
相
当
す
る
マ

ン
シ
ョ
ン
の
共
有
部
分
の
修
繕
は
制
度
の
対

象
外
で
あ
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
多
く
が

大
阪
北
部
地
震
で
多
大
な
損
害
を
被
り
、
修

繕
だ
け
で
も
数
億
円
の
工
事
費
と
な
る
た

め
、
毎
月
の
長
期
修
繕
計
画
に
お
け
る
積
立

金
の
値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
と
の
事
例
も

聞
く
。
共
有
部
分
の
地
震
被
害
修
繕
に
つ
い

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
支
援
拡
充
を

問

答

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
見
解
は

問

答

（※） リカレント教育 ： 職業能力の向上や人間性を豊かにするための社会人の再教育

災
害
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

市
内
各
鉄
道
駅
等
の
市
民
の
生
活
利

便
上
重
要
な
施
設
の
機
能
低
下
状
況
と
復
旧

見
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
阪
急
南
茨
木
駅

前
の
ス
ー
パ
ー
と
い
っ
た
生
活
の
重
要
な
支

え
に
な
っ
て
い
る
店
舗
等
の
営
業
再
開
に
つ

い
て
、
早
期
に
復
旧
で
き
る
よ
う
、
可
能
な

限
り
支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

阪
急
南
茨
木
駅
等
の
復
旧
見
通
し
は

問

で
き
る
よ
う
、
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
食

育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
重
点
的
に
考
え
、

安
全
・
安
心
で
健
康
に
配
慮
し
た
中
学
校
給

食
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

自
由
民
主
党
・
絆

　
上
田
　
光
夫
〔
質
問
者
〕

　
福
丸
　
孝
之
　
　
下
野
　
　
巖

　
上
田
　
嘉
夫      

　

前
頁
つ
づ
き

大阪モノレール沢良宜駅西側エレベーター（沢良宜西四丁目）
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

で
は
な
い
か
。

木
材
利
用
に
つ
い
て
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
充
当
し
て
、
公
共
施
設

な
ど
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
お
り
、
策
定
を
予
定
し
て
い
る

木
材
利
用
基
本
方
針
の
中
に
も
位
置
付
け
て

取
り
組
む
。

を
訪
れ
た
た
め
、
今
後
も
、
文
学
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
切
り
口
と
し
た
企
画
を

行
い
、
川
端
康
成
氏
の
魅
力
を
市
内
外
へ
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

川
端
康
成
氏
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
生
誕
120
周
年
を
記
念
し

た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
、
お
よ
び
平
成
30

年
に
取
り
組
ん
だ
青
春
文
学
賞
等
を
さ
ら

に
展
開
し
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
の
こ
と
は

一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
に

と
っ
て
、
川
端
康
成
氏
に
関
す
る
取
り
組
み

は
集
客
も
見
込
め
る
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
る
と
考
え
る
。
川
端
康
成
氏
を
通
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
文
学
館
と
い
う
枠
組
み
を
超

え
た
分
野
横
断
的
な
企
画
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

川
端
康
成
氏
が
芸
術
に
深
い
関
心

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
家
と

親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
芸
術
分

野
と
の
横
断
的
な
企
画
や
、
映
画
を
テ
ー
マ

に
し
た
企
画
等
で
は
、
多
く
の
方
々
が
本
市

川
端
康
成
氏
の
分
野
横
断
的
企
画
を

問答

駅
前
の
景
観
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

の
施
政
方
針
で
、
府
の
条
例
改
正
内

容
や
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
屋
外
広
告
物

条
例
の
制
定
に
取
り
組
む
と
あ
っ
た
が
、
現

在
も
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
経

過
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
駅
前
再
開
発
の

動
き
が
見
え
始
め
た
今
、
景
観
に
つ
い
て
議

論
す
る
意
味
が
あ
る
時
期
が
来
た
と
思
う
が

ど
う
か
。屋

外
広
告
物
条
例
制
定
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
府
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
検
討
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
茨
木

駅
、
阪
急
茨
木
市
駅
前
の
再
整
備
や
市
民
会

館
跡
地
活
用
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
屋
外
広
告
物
も
含
め
た
魅
力
あ
る
景
観

形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 

駅
前
の
景
観
へ
の
考
え
は

問

答市議会のうごき

議会広報委員会
政治倫理条例策定会議
　　　議会運営委員会行政視察
（東京都多摩市、立川市）
　　　市民会館跡地等整備対策
特別委員会行政視察
（神奈川県大和市、東京都渋谷区）
幹事長会
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会
議会基本条例検証会議
幹事長会
議会運営委員会

16日

17日～18日

21日～22日

23日
24日
25日
29日
31日

１月

２月
６日

７日

22日
26日

本会議（初日）
選考委員会
本会議（２日目）
選考委員会
幹事長会
議会運営委員会
政治倫理条例策定会議
議員総会
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

本会議（初日）
議会運営委員会
本会議（２日目）
本会議（３日目）
本会議（４日目）
本会議（５日目）
本会議（６日目）
本会議（７日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
幹事長会
正副委員長会

４日
６日

７日
８日
11日
12日
13日
15日

18日
19日

25日

27日

３月

答

川端康成文学館（上中条二丁目）
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は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

阪
急
茨
木
市
駅
西
口
は
、
駅
前
ビ

ル
権
利
者
や
周
辺
住
民
等
と
駅
前

の
将
来
像
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
施
設
計

画
の
具
体
化
、
合
意
形
成
に
取
り
組
み
、
可

能
な
限
り
早
期
の
都
市
計
画
決
定
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
西
口
は
、
Ｊ
Ｒ
茨

木
駅
西
口
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
支
援
す
る
計
画
作
成
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募

集
し
、
区
域
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
、

協
議
を
進
め
て
い
く
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
の
共
有
と
合
意
形
成
等
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
時
期
等
を
示
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

私
立
保
育
所
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園

の
新
設
や
建
て
替
え
を
進
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
幼
児
教
育
や
保
育
の
無
償
化

な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
保
育
需
要
が
予
想

さ
れ
る
。
増
え
続
け
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
動
向

把
握
、
さ
ら
な
る
定
員
確
保
に
向
け
て
、
市

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
実
績
値
や
、
国
の
示
す
保

育
利
用
率
の
推
計
等
を
考
慮
し
、
将
来
の
保

育
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
た

に
妊
娠
の
届
出
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。
な
お
、

行
っ
た
。
31
年
度
は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
の
本
格
導
入
に
向
け
、
社
会
実
験
の

計
画
や
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

答

地
域
医
療
の
現
状
把
握
と
課
題
抽

出
の
た
め
の
調
査
分
析
に
お
い
て
、

把
握
で
き
た
現
状
と
課
題
は
何
か
。
ま
た
、

把
握
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
病
院
誘

致
の
検
討
を
始
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

誘
致
の
考
え
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。本

市
は
入
院
、
外
来
と
も
患
者
数

が
増
加
し
続
け
る
見
込
み
で
あ
り
、

特
に
循
環
器
系
疾
患
や
糖
尿
病
等
に
か
か
る

医
療
需
要
が
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
疾
病
に
つ
い
て
も
、
拠
点
と
な
る
専

門
病
院
や
中
核
的
な
役
割
を
担
う
病
院
等
の

医
療
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
市
内
を
中
心
と

し
た
医
療
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
析
を
踏
ま
え
、
課

題
の
解
決
に
資
す
る
病
院
を
市
内
に
確
保
す

病
院
誘
致
の
考
え
に
至
っ
た
経
緯
は

問答

公  

明  

党

　
大
村
　
卓
司
〔
質
問
者
〕

　
青
木
　
順
子
　
　
松
本
　
泰
典

　
河
本
　
光
宏
　
　
篠
原
　
一
代

　
坂
口
　
康
博
　
　

地
域
の
公
共
交
通
網
の
維
持
は
、
自

治
体
が
主
体
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
公

共
交
通
の
維
持
・
充
実
に
お
け
る
市
の
責
任

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
高
齢
者
や
不
便
な
地
域
に
住
む
市
民

の
移
動
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討

し
、
ど
こ
ま
で
進
捗
し
た
の
か
。
ま
た
、
平

成
31
年
度
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
は
、
市

民
生
活
を
支
え
る
本
市
の
持
続
的

発
展
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も

重
要
な
施
策
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
高
齢
者
等
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
は
、山
間
部
や
丘
陵
部
に
お
い
て
、

地
域
住
民
と
必
要
な
交
通
に
関
す
る
協
議
を

公
共
交
通
の
維
持
と
充
実
は

問答

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
取
り
組
み
は

問

い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
安
孫
子
浩
子
〔
質
問
者
〕

　
稲
葉
　
通
宣
　
　
友
次
　
通
憲

阪
急
茨
木
市
駅
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
の
西

口
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
大
阪

万
博
開
催
時
の
整
備
か
ら
49
年
が
経
過
し
て

お
り
、
駅
周
辺
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
平
成
31
年
度

は
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
や
協
議
を
進
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
取
組
内
容
と

具
体
化
の
時
期
は
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

阪
急
・
Ｊ
Ｒ
両
駅
西
口
周
辺
の
再
整
備
は

問

答

阪急茨木市駅西口周辺（永代町）

さ
ら
な
る
定
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
私
立

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
新
設
、
建
て
替

え
等
に
よ
り
進
め
て
い
く
。
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市
議
会

だ
よ
り

平
成
30
年
に
府
と
寝
屋
川
流
域
の

府
内
11
市
、
国
土
交
通
省
な
ど
が
、

気
象
台
や
公
共
交
通
な
ど
関
連
機
関
の
対
応

を
時
系
列
に
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前
防

災
行
動
計
画
）
を
ま
と
め
た
。
本
市
で
も
、

地
域
防
災
計
画
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
三
島
地
域
水
防
災
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
、
府
や
三
島
地
域
等
の

市
町
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
安
威
川
流
域

を
対
象
と
し
た
多
機
関
連
携
型
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
防
災
行
動
計
画
を
想
定
し
て
、
整

合
を
図
っ
て
い
く
。

両
駅
前
再
整
備
は
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
に
直
接
の
関
連
は
な
い
が
、
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
公
共
空
間
活
用
等
の
場
と
し

て
、
魅
力
向
上
を
図
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い

く
。
ま
た
、
ど
ち
ら
も
交
通
や
多
く
の
人
が

集
ま
る
拠
点
と
し
て
の
共
通
点
は
あ
る
が
、

権
利
者
構
成
等
に
相
違
点
が
あ
る
。
今
後
、

阪
急
茨
木
市
駅
で
は
、
早
期
の
都
市
計
画
決

定
に
向
け
た
協
議
調
整
を
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
で

は
、
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
実
施
対
象
区

域
や
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
な
ど
、
意
見
交

換
を
進
め
て
い
く
。

食
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。
ま

た
、
中
学
校
給
食
審
議
会
を
設
置
す
る
が
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
全
員
給

食
に
よ
る
完
全
給
食
の
実
現
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
中
学
校
給
食
審
議

会
は
、
平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
報
告
書
を

生
か
し
つ
つ
、
学
識
経
験
者
、
学
校
医
、
市

民
、
市
民
団
体
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
中

学
校
の
校
長
や
教
諭
の
代
表
等
に
、
本
年
６

月
か
ら
、
来
年
３
月
ま
で
の
計
５
回
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
論
し
て
い
た
だ
く
。

計
画
決
定
に
向
け
、
国
・
府
・
市
が
連
携
し

て
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
西
河
原

西
交
差
点
の
立
体
交
差
化
に
つ
い
て
は
、
府

に
お
い
て
平
成
30
年
末
に
橋
梁
下
部
工
事
が

発
注
さ
れ
、
関
係
機
関
と
協
議
が
さ
れ
て
い

る
。
協
議
が
整
い
次
第
、工
事
が
開
始
さ
れ
、

２
０
２
２
年
度
末
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
調
査
業
務

報
告
書
の
中
に
完
全
給
食
、
全
員
給

食
の
実
現
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
員
給

答

渋
滞
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
現
在
も
市
内
幹
線
道
路

の
各
所
で
、
新
設
、
改
良
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
渋
滞
緩
和
対
策
に
お

い
て
、
効
果
の
高
い
国
道
171
号
西
河
原
交
差

点
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
お
よ
び
西
河
原
西
交

差
点
の
立
体
交
差
化
に
つ
い
て
、
各
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

西
河
原
交
差
点
の
右
折
レ
ー
ン
設

置
の
た
め
、
本
年
夏
ご
ろ
の
都
市

渋
滞
緩
和
対
策
の
進
捗
状
況
は

問

阪
急
茨
木
市
駅
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
両
駅

西
口
周
辺
の
再
整
備
に
、
ま
ち
づ
く

り
会
社（
※
）と
の
関
連
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

両
駅
西
口
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
共
通

課
題
と
相
違
点
の
認
識
、
今
後
の
進
め
方
の

見
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
再
整
備
の
関
連
は

問

答

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は

問答

本
年
10
月
に
は
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
始
ま
る
。
子
育
て
世
代

の
保
護
者
か
ら
は
喜
び
と
期
待
の
声
を
多

く
聞
い
て
い
る
が
、
無
償
化
が
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

国
が
示
す
幼
児
教
育
無
償
化
の
制

度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
で
は
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
を
抑
え
る
効
果
が
見

込
め
る
こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
質
の

高
い
幼
児
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
と
い

う
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
効
果
は

問答

中
学
校
給
食
の
全
員
給
食
は

問

答 る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。
建
て
替

え
時
期
が
来
た
病
院
の
移
転
先
と
し
て
、
本

市
も
選
択
肢
に
入
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
た

め
、
病
院
誘
致
に
向
け
た
検
討
を
始
め
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

西河原西交差点（三咲町）

ＪＲ茨木駅周辺（西駅前町）

（※） まちづくり会社 ： 行政や市民、 事業者が一体となり、 「まちづくり」 を進めるための民間会社 


